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The investigation of nutritional status in the patients after maxillofacial prosthodontic treatment in 
our clinic 
 
○Isomura M1 Yoshioka F1 Ozawa S1 Kojima N1 Hata M1 Matsukawa R1 Kumano 
K1 Fujinami W1 Miyamae S2 Sakuma S1 Fukazawa K1 Kimoto S2 Takebe J1  
 

1 Department of Removable Prosthodontics ,School of Dentistry Aichi Gakuin University  
2 Department of Gerodontology and Home Care Dentistry, School of Dentistry,Aichi Gakuin  
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臼歯欠損部インプラント上部構造の補綴様式の違いが清
掃性に及ぼす影響 
〇岸本有，長谷川ユカ，渋谷光広，中本哲自

朝日大学歯学部口腔病態医療学インプラント学分野

Effects of different prosthetic modalities of implant superstructures for missing molars on 
cleasability. 

〇Kishimoto Y, Hasegawa Y, Shibuya M, Nakamoto T. 

Asahi University School of Dentistry, Department of Oral Maxillofacial Implant

2 

Ⅰ．目的 
欠損部をインプラント補綴する場合，上部構造の

豊隆だけでなく，粘膜貫通部の形態，適切な材料

選択によりプラークコントロールに配慮しなけれ

ばならない．そこで本研究では CAD/CAM 製作し

たインプラント上部構造における補綴様式の違い

がプラーク付着に及ぼす影響について検討するこ

とを目的とした．

Ⅱ．方法 
本研究では 2019 年 12 月から 2022 年 4 月末まで

に臼歯欠損部にインプラント補綴治療を完了した

28 症例とした．そのうち単独補綴は 18 症例でイ

ンプラント体にダイレクト構造の上部構造をスク

リュー固定にて装着した．連結補綴は 10 症例で

スクリュー固定用アバットメントを装着後，イン

ダイレクト構造の上部構造を装着した．単独補綴

症例では全行程を光学印象法で模型レス法にて製

作した．一方で連結補綴症例ではプロビジョナル

製作時に光学印象法を用いファイナルレストレー

ション製作時にはシリコーンゴムによる通常印象

法を用いた．プロビジョナルレストレーションは

レジンブロックを用いて CAD/CAM により製作

し，ファイナルレストレーションは高透過型ジル

コニアを用いて同様に製作した．各上部構造は調

整完了後，4 週間以上経過後に慎重に撤去し，プ

ラーク染色液にて染色し，上部構造の頰側面，舌

側面，近心面，遠心面，底面を写真撮影し，各面

の付着率を算出した．統計学的解析にはｔ検定ま

たは分散分析を用い，p<0.05 を有意とした．

Ⅲ．結果と考察

PMMA 製プロビジョナルレストレーション

（PMMA）からジルコニア製ファイナルレストレ

ーション（Zir）に移行により染色液により染め出

される面積率はおおよそ 1/6 になった．

PMMA 底面の染色面積率は単独補綴で 35.7%，連

結補綴では

12.7％を示し，同様に連結補綴が高値を示したが

有意な差ではなかった（p=0.067）. 
各サンプル内で面ごとの染色面積を比較した場

合，PMMA では単独補綴で近心面が頰側面よりも

付着量が多く（p<0.05），連結補綴では底面がほか

の面よりも多かった（p<0.05）．一方で，Zir の単

独補綴では近・遠心面が頰側や舌側に比べて多量

に付着する傾向を示した（p<0.05）．ところが Zir
の連結補綴では計測面による差は無かった．

近年，CAD/CAM 加工の普及により PMMA ブ

ロックを用いたプロビジョナルレストレーション

やジルコニア製ファイナルレストレーションの製

作が普遍的に行われている．プラークコントロー

ルの観点から，ジルコニア製上部構造の装着によ

り大きく改善するが，とくに連結補綴でプロビジ

ョナルの装着期間が長くなる症例では適切な臨床

的配慮が必要と考えられる．

（倫理審査委員会番号 11000341 承認 承認番号

30011 号）

Ⅳ．文献 
1) Hasegawa Y et. al. A Study of Plaque Adhesion 
during Implant Treatment of Missing Molars. Open
Journal of Stomatology, 2022; 12: 96-102
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IOS を活用したクラウンブリッジ模型実習における学生の
意識調査 
○宇野光乗、比嘉 奨、河合良亮、澤田季子、岡 俊男、石神 元

朝日大学歯学部口腔機能修復学講座 歯科補綴学分野

Awareness survey of students in crown bridge model training using IOS 

〇Uno M, Higa T, Kawai R, Sawada T, Oka T, Ishigami H 

Department of Prosthodontics, Division of Oral Functional Science and Rehabilitation, Asahi 
University 

3 

I．目的 
近年の補綴臨床は，デジタル技術の導入が進

み，補綴装置の設計・製作においてはデジタル化

による技工ワークフローへ急速に変化している
1)．歯科医師国家試験の歯科補綴学分野でもデジ

タル歯科に関連した問題が出題され，今後も増加

することが予想される．そのため歯学部技能教育

では，デジタル化を推進させ，各学年の横断的な

相互補完を行い，効率的に Digital Dentistry を修得

できる学習環境が必要になる．

低学年からデジタル歯科を早期体験させ，学年

が進むにつれて実習内容が進化・高度化して行く

スパイラル教育は，本年度から技能教育カリキュ

ラムに追加され当講座は 4 学年を担当している．

そこで，クラウンブリッジ模型実習に口腔内ス

キャナー（以下 IOS）を導入し，異なる支台歯部

位における IOS 操作の難易度，従来法の印象・顎

間関係の記録と IOS 使用時との相違についてアン

ケート調査を行い，学生のデジタルワークフロー

への意識調査について検討した．

II．方法

調査対象は本学歯学部 4 学年 143 名である．例

年クラウンブリッジ模型実習は，支台歯形成後

（⎿1，⎿6）に，⎿１はプロビジョナルレストレ

ーションを，⎿6 には全部金属冠を製作してい

る．本年度からは，IOS による光学印象（⎿1，⎿

6）と顎間関係の記録を課題に追加した．

アンケート調査は，3 つの選択項目（補綴部位の

違いによる IOS 操作の難易度，シリコーンゴム連

合印象採得と光学印象との比較，顎間関係記録に

おける従来法と IOS 使用時との比較）である．な

お，集計したデータは，それぞれ回答者数を参加者

数で割った百分率(％)で示している． 
記述 2 項目は，3 学年と 4 学年実習との比較と，5 年生
の臨床実習にも IOS を導入したいかである． 

III．結果と考察 
IOS による⎿6 の光学印象は，⎿1 と比較して難

しいと感じた学生は「強く思う」と「やや思う」を

合わせ 59％である．41％は，口唇や頬粘膜による

IOS の操作阻害に苦慮したことが推察される． 
IOS の印象採得は，シリコーンゴム連合印象法と

比較して，「強く思う」と「やや思う」を合わせ， 
平易である 90％，衛生的である 96％，時間が短縮

できる 97％，すべての印象採得に使用したい 96％
を示した．

IOS による顎間関係の記録はパラフィンワック

スによるものと比較して，「強く思う」と「やや思

う」を合わせ，平易であった 96％，衛生的である

96％，時間が短縮できる 95％，すべての顎間関係

の記録に使用したい 94％を示した．

記述項目では，本課題は 3 学年の応用編のため，

困難であったが IOS 操作を深く理解することが出

来た．5 年生の臨床実習では，学生が「使用したい」

としている．補綴臨床のデジタル化は，患者にとっ

て有効であり，従来法と比較して IOS は平易であ

るなど，IOS の特徴，利点を理解している内容であ

ったためと考えられる．

補綴装置の設計・製作におけるデジタル化は，技

工ワークフローの変革期を迎え，各講座とも技能

教育への対応が必要である．IOS による印象・顎間

関係の記録は，90％以上の学生が，従来法より利点

が多いと認識している．また学生は，臨床実習での

自験症例でも IOS 導入の必要性が高まっている． 
以上のことから、IOS を活用したクラウンブリッ

ジ模型実習は、デジタル歯科への学生の意識を高

める効果的な技能教育であることが示唆された．

IV．文献 
1) Kazuhiko S. Progress in digital dentistry: The

practical use of intraoral scanners. Dent Mater J
2020; 31: 52-56.
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A case of oral function improvement using metal removal denture of maxillary and mandibular 

Akiyama Y. 

Department of Prosthodontics, Matsumoto Dental University 
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A case report of treatment with overdenture for reverse articulation 

Ando A. 

Department of Removable Prosthodontics, School of Dentistry, Aichi Gakuin University 
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Improvement of esthetic and masticatory dysfunction by occlusal reconstruction for infraocclusion 
Shiraishi K. 

Department of Removable Prosthodontics, School of Dentistry, Aichi Gakuin University 
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